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有害事象収集の機能に特化したソリューションAE-Connect を利用することにより、有害事象の収集から報告に
おけるMRと安全管理部門(PV部門)の業務負荷を軽減し、業務の生産性と品質の向上を実現します。

MR副作用連絡票ソリューション AE-Connect

MRとPV部門の
業務効率化

MR PVスタッフ

Mobility

スマートデバイス/PCなどから場所を
選ばず有害事象を登録できます。

モバイル対応 データ品質向上

Point 1
Usability

直感的な操作で簡単に入力ができます。
（音声入力にも対応）
スマートデバイスのカメラ機能を使っ
て詳細調査票などをスキャンし、添付
することができます。

Point 2

GVP Compliance

監査証跡の記録に標準で対応致します。
パッケージ標準のバリデーションド
キュメントにより、システム導入時の
バリデーション作業負荷を軽減します。

Point 4
E2B(R3) Connection

E2B(R3)形式でのICSR出力/ACK取込
機能が標準で利用でき、これにより安
全性DBとのデータ連携を実現します。

Point 3

有害事象報告業務の効率化を実現

Point

１．
・ スマートデバイス(iPhone/iPad等)を使い時間、場所を選ばず有害事象情報の入力が可能
・ スキャンアプリと組み合わせることにより外出先で文書のPDF化、システムへのアップロードを実現
・ MRの報告業務を外出先で完結することが可能となり、MRの業務効率化に貢献

スマートデバイスを活用した有害事象報告のシステム化

Point

２．

ART Projectの他WSとのスムーズな連携

・ 従来メールや電話で個別に実施していたMRへの依頼、確認を全てシステム上で実現可能
・ MRへの依頼や問い合わせ内容の期限管理をシステムで行うことにより報告遅延を未然に防止
・ 安全性DBへデータ連携を行うことにより、二重入力を廃して入力負荷や入力ミスを軽減

安全管理部門の管理・支援機能の強化

Point

３．
・ 他のConnectシリーズ(LT/MP-Connect)と連携することにより入手した有害事象の一元管理を実現
・ E2B(R3)対応により、ArgusやPerceiveなどの安全性DBとのE2B(R3)連携が可能
・ くすり相談システム(FastHelpPE)にて入手、出力された有害事象情報の連携が可能

周辺システムとの連携強化

Merits of the Serviceサービスの特徴

=スマートデバイスを活用した有害事象収集ソリューション=

※ ArgusはOracle Corporationの商標、または登録商標です
※ Perceiveは富士通Japanの商標、または登録商標です
※ FastHelp PEはテクマトリックス株式会社の商標、または登録商標です
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AE-Connectの概要（ソリューション利用イメージ）
AE-Connectは、医療機関から入手した有害事象の情報をMRがスマートデバイスを利用し報告することが可能です。
また、安全管理部門担当者はMRからの報告内容を確認し、システム上でMRに対して再調査や詳細調査票の入手依頼、
安全性DBへのE2B形式でのデータ連携などを実施することが可能です。

Workflow Overview

<東京本社>

〒101-0041
東京都千代田区神田須田町1-23-1 住友不動産神田ビル2号館19F
<大阪本社>
〒530-0005
大阪市北区中之島2-3-18 中之島フェスティバルタワー

お問い合わせ先

⚫ 記載の内容は、予告なく変更される場合がありますのでご了承ください。
⚫ 記載の製品名は、それぞれの会社の登録商標もしくは商品名です。
⚫ 本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法並びに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。

株式会社日立医薬情報ソリューションズ

LT-Connectとは

AE-Connectとは

有害事象収集ソリューションである「AE-Connect」は、スマートデバイス（iPhone/iPad, Smart Phone, Mobile PC等）を活用した有害事象収集・情
報連携のためのパッケージシステムです。
MRが担当する医療機関で有害事象の情報を入手した際、スマートデバイスのWebブラウザから有害事象の第一報に必要な情報を入力でき、PV部門の
確認後、安全性DBに連携することができます。

文献調査ソリューションである「LT-Connect」は、医薬品の安全対策業務の１つである文献情報収集・評価にフォーカスしたパッケージシステムです。文
献情報提供サービスと連携し、文献情報の収集、副作用情報のスクリーニングが行なえます。評価後、研究報告/措置報告として安全性DBに連携する
ことができます。

MP-Connectとは

第１報オンライン収集ソリューションである「MP-Connect」は、医療従事者(医師・薬剤師・看護師 等)が有害事象情報をMRを介さず直接オンラインで
報告する事が可能です。報告された情報は「AE-Connect」に連携されます。
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文献調査ソリューション

文献調査ソリューション LT-Connect と組み合わせる
ことにより、LT-Connectの文献評価で個別症例と判定
された情報をAE-Connectの有害事象としてデータ連係
を行うことが可能です。

第１報オンライン収集ソリューション

第１報オンライン収集ソリューション MP-Connect
と組み合わせることにより、有害事象情報を医療従
事者からMRを介さず直接オンラインにて収集し、
AE-Connectにて管理することが可能となります。
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